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身に付けた上で聖職者 して︑そしてコロンナ家の家臣として忠実に仕え︑各種の交渉・折衝に従事したことが見て取 る︒コロンナ家において人文学 家庭教師を努め 著述面でも数々の業績を残し
104






















































  狩りで仕留めた獲物以外は獣を口にせず︑牛乳も飲まないことについて︑ヨーロッパの食べ物や嗜好品の臭いを日本人が嫌いだからだとし いる︒
・



















  日本においては刀がダイヤモンドよりも価値があるものである︒戦で用いる武器は多種多様であり そのどれもがヨーロッパのものよりも優れている︒
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かれたのか 述べてい 日本における身分を支配階級と被支配階級に分けて説明し︑それぞれの職務︑相互の関連性に触れており︑内裏の説明においては 内裏が極めて理性的であり誰からも崇拝される存在で︑内裏による統治体制 スパルタ 古代ギリシア︑ローマに勝 とも劣らないとし いる
（
28）︒一方で︑ 「宗教誌」では仏教と













方について見ていきたい︒内裏 統治の性質と対比させて︑織田信長や豊臣秀吉といった権力者 性質 言及 る︒その際に︑violenza （暴力）
といった「負」のイメージが伴う視点から深く捉え









































































ていた可能性は少なからずあ 日本記述が含まれるカンパネッラの著作︑ 「日本略記」共々ボルゲーゼ文書に収められている事実も︑このような教皇庁を取り巻く環境と深く結びついている 推察すのはあながち間違いではないであろう︒　
このような諸々の背景に鑑みれば︑アマーティ︑ボルゲーゼ家双
































































Voyage ofte schipvaert van Jan H
uyghen van Linschoten naer O
































グスマン：テキスト①「彼等は棕櫚の薄い畳の上に坐り︑一人一人小さな四角の膳に向かつて食事し︑一皿毎に︑別の膳で運ばれる︒食卓掛︑ナプキン︑ナイフ︑フォクは用ひないが︑非常に清潔︑清楚を保ち︑象牙又は木の一パルモ前後ある二本の箸で食物を取り これ器用に使つて小しもこぼさない︒彼等は牛乳及びそれを材料として作つたものを非常に嫌ふ︒牛乳 山羊の血の変色したものとして︑我々が生血 飲む人に対するやうに︑牛乳を飲む人忌む︒これと同じく牛︑羊を食べる事も︑丁度我々が馬肉その他の野獣の肉を食べる人に対するやう 吐気を感ず
（
44）︒ 」

































短期間のうちに書き上げる折に︑ 「博物誌」を効率よくまとめようとしたために︑以上のような『東方伝道史』からの抜粋が生じたことも先に触れたとおりである︒しかしその一方で︑両テキストに対し更に綿密な分析を加えていくと︑ 『東方伝道史』からの抜粋箇所には読み手であるボルゲーゼ家 対して簡潔かつ効果的にヨーロッパのものと大きく異 る日本 文化・習俗を伝えようとしたアマティの態度が浮き彫りに ってくる︒　
アマーティとグスマンのテキスト①傍線部では︑日本人が牛乳に




ente la leche, y las 

























たイエズス会ローマ学院で学んでい 時期が ったこ から︑イエズス会のこのような方針を認識していたはずであり︑語学 長けいたが故の個人的関心も加味して︑上記のように言語と文化の親和性を示唆する記述をそのまま抜粋 たものと思われる︒　
したがってテキスト①︑②における抜粋箇所を見比べていくと︑

























アマーティ④「坊主たちはしばしば非常に華麗に説法を行う︒というもの坊主が説教壇に上がるときには絹を身にまとい︑片手に金の扇子を携えて︑高価なテーブルの前に立つからだ︒そこには本が置かれている︒幾多の宗派の迷信深い祝賀や︑またある時 道徳的な教義を唱え 宣言するためのものだ︒それ は︑二千～三千人を超える聴衆を何度も泣かせ 程︑雄弁で効果的 説教の目的は︑ 「信仰を立 ている を通して み︑人は救われるのだ」と︑聴衆を説得することにあ ︒形式主義のあらゆる偽善が︑これら坊主らに叩き込まれている らであり︑うわべだけの外見や謙虚で甘美 話し方に目を奪われ と︑坊 たちが偉大な神性や美徳の備わった人間であ かのように映 からだ︒もっとも︑彼らは邪悪 罪に満ちてい のだが
（
51）︒ 」
グスマン④「彼等は度々荘重な外貌を装つて説教する︒即ち説教僧は絹の僧衣をつけ︑手には金の扇を持ち 高座又は説教檀の様な高所に登つて︑贅沢な天蓋を吊るした下に卓を置き︑その上 書物をのせ︑少し読んでは雄弁にそれ 説明し︑時々通常二千～三千人 越える聴衆を感泣さす︒そ 説教の目的は聴衆に彼等が説く宗派のみが救済 保証する事を説き︑引き続き信仰する

















グスマン⑤「この阿弥陀の宗派は日本に広く弘布され︑繁盛してゐるものの一つである︒何故なれば日本人は聡明な国民である故に︑来世︑霊魂の不滅について何らかの徴候を持つてゐる︒それ罪障の容赦︑救済が容易に約束される教を喜んで迎へ からである︒阿弥陀 寺院に住んでゐる僧侶は︑鈴 鳴らし がら南無︑阿弥︑陀仏の三語を高誦して︑町を托鉢して廻り︑多大な喜捨を受け 彼等は又熱心な信者に紙で作つた偶像の形をた着物と多くの守礼を与へ︑それを受け れば︑若 死んでも救はれる 保証してゐる︒それ故に日本人はそ に多額 金を支払ふ︒これは僧侶 よい所得 収益 一つである
（
54）︒ 」
アマーティ⑥「法華宗徒は︑日本にいる仏教徒のなかで最も強情である︒それは彼らが法華経に受け継が ていることや見解を土台にしているからだ︒コーラン 通して統治されているトルコ人やムーア人のように︑彼らは法華経を通して統治されてい 議論をすることはなく︑偽りを認めることがないから理性を働かせこともない︒坊主たちが大変な名声 得ているのは︑彼らが救いと天国への道筋に便宜を与え︑同時に確心の証とし 釈迦の図柄が描かれた紙の衣を与えるか である
（
55）︒ 」







porque se lo pagan m
uy bien. ）
が削除
され︑アマーティにより仏教の勤行 つ の記述「すなわち︑キリスト教の聖職者が行う うに︑内陣に列席し︑本を読みあげるということだ︒ 」
（
et altri essercitij; assistere nel C
















uy ordinarios, y los oyentes m
uchos, y cada 
vno offrece algun dinero, es m




た信者と聖職者とのあいだで行われる金銭授受の具体的な記述は「削除・改編」の対象とされており︑アマーティの「吟味・峻別」する態度は一層強まっていく︒グスマン⑤では︑ 「彼等は又熱心な信者に紙で作つた偶像の形をした着物と多くの守礼を与へ それを受けてゐれば︑若し死んでも救はれると保証してゐる︒それ故に日本人はそれに多額の金を支払ふ︒これは僧侶のよ 所得︑収益の一つである︒ 」
（
y feligreses ciertos vestidos hechos de papel, con el nom
bre y figura 
deste Idolo, con otras m
uchas nom
inas assegurandoles la saluacion, si m
ueren con 
ellas. Por estos vetidos y papeles, dan los Iapones grande sum
a de dinero, y es vna de 
las buenas rentas, y grangerias que tienen los B
onzos. ）
であるのに対し︑ア




 sogliono raccogliere 
gran lim
osna e donare alli deuoti alcuni uestiti di carta con l ʼim
agini dell ʼIdolo 



















たディエゴ・デ・メスキータのように修道会の行き過ぎた商業主義に批判的な立場をとっていた者もいた︒グスマンに至っては︑イエズス会士らの書翰や報告書の類を布教史として手堅くまとめあげる必要があった めと思われるが︑儲けや利益に対して自ら 主張を織り交ぜるような記述は︑ほとんど見受けられな ︒一方で︑アマーティもまたイエズス会ローマ学院を通して︑ 「良心例学」等を用いたイエズス会の布教方針に則った教育 受 ていたこ は先に述べた通りである︒ 「宗教誌」に見受けられるグスマン記述の削除・改編の第一の要因が︑仏教 諸々の 述に認められる生業と宗結び付きを匂わせる箇所の暈
ぼか
しであったことは︑前述してきたよう
な彼の厳格なキリスト教に対するスタンスや経歴︑ 想に鑑みれば明らかと言える︒しかし︑儲けや利益に寛容であったイ ズス会の貿易による布教資金獲得に対し賛否 わかれていた状況も加味すば︑アマーティによるグスマン記述の削除・改編に︑当時のイエズス会の状況が消極的 反映されてい と解釈して ︑あながち間違いではないだろう︒一方で「政治誌」 は 日本キリシタン教界においてイエズス会とライバル関係にあったフランシスコ会を称揚する記述
（
58）が認められる︒慶長遣欧使節を主導したフランシスコ会士ル
イス・ソテーロの影響により︑フランシスコ会へ 賛辞が挿入された可能性も一方にはあるが︑この記述からもアマーティ自身 イエズス会との微妙な距離感︑ならびに自らの信念 基づいて儲けや利
益といった文言を積極的に吟味・峻別した態度を窺い知ることができよう︒　
さらに︑この意図的隠蔽はグスマン︑アマーティ両テキスト⑥に
おいて︑より具体性を増していく︒グスマン⑥後半部において「これ等の僧侶も阿弥陀を祀る人々の様に深く畏敬されてゐる︒それはいず のものに 極楽への道が容易に開け︑救済が安価に売られるからで︑そ 保証として法華宗の僧侶も亦阿弥陀のそのやう ︑同じ価格で紙の着物及び守礼を与へてゐる︒ 」
（
Son tenidos estos B
onzos 
entanta veneracion com
o los que adoran el Idolo de A
m
ida, porque los vnos y los 
otros hazen m
uy facil el cam
ino de su parayso, y venden barata la saluacion, y para 
asseguralla, dan estos B
onzos Foquexus, tam








て行われていた贖宥状販売を想起させる記述 なっている︒一方アマーティ⑥では︑ 「坊主たちが大変な名声を得ているのは︑彼ら救いと天国への道筋に便宜を与え︑同時に確心 証として釈迦の図柄が描かれた紙の衣を与えるからである︒ 」
（
I B
onzi son tenuti in gran 
reputatione, perche facilitano il C
am
ino della salute, e del paradiso, dando anche 
loro uestiti di carta con la figura di Iaca per certezza. ）
といったように「釈迦
の図柄の描かれた衣」の価格や販売について記述等 幅 削除され︑坊主たちの具体的な記述も簡便にまとめられあげられており︑グスマン 記述にあるよう 贖宥状販売を連想させる文言は巧みに
118
隠蔽されているのがわかる︒そしてアマーティ⑤では︑浄土宗における守礼販売の記述に対するアマーティの改編は︑若干手を緩めている印象を受けるが︑議論 進むにつれて︑つまりアマーティ⑥では贖宥状販売 イメージさせる文言の意図的隠蔽 傾向が強まっている点は留意しておきたい︒　
既知の事実であるが︑一五六三年に終了したトレント公会議では︑






加えることにより︑アマーティが「宗教 おける利益」に対し︑極めて否定的な態度を示していたこと 明らかと た︒ 「日本略記」は『伊達政宗遣欧使節記』を脱稿してから日 置かずし 執筆されたものであり︑急ぎボルゲーゼ家に本著作を献呈せねば らぬ状況にあって︑内容の中核とした「政治誌」以外は『東方伝道史』か多く抜粋されたものと思われる︒した っ 短期間 うちであって




時は︑ボルゲーゼ家出身のパウルス五世が 皇 座についていた時期であり が宣教師報告を通して海外情報 入手しやすかった背景を踏まえつつ︑ボルゲーゼ家側が日本の統治機構への理解を深めるために︑アマ ティに対し執筆を指示 つまり供給を促し︑アマーティは「日本略記」を献呈する とでそ 需要に応えようと た知的需給関係の可能性を指摘 た︒本論文後半部では︑まず来日イエズス会士の情報がボルゲーゼ家に伝わ 過程の最終段階を︑アマーティの「削除・改編」という視点から分析 加
シピオーネ・アマーティ著「日本略記」（手稿）における考察
119
えた︒そのうえで「吟味・峻別」にはじまり改編・削除を経て意図的隠蔽へと至る過程が︑当時の異文化情報の伝播︑知識の需給という点において非常に重要 あることを見出した︒これは︑ローマの新興有力家系であるボルゲーゼ家が得た日本情報が︑日本で活動するイエズス会士から直接得られたものではなく︑グスマンやアマーティなど日本人とヨーロッパで接触しつつも来日経験のない人間による編集を経て得られた間接的な情報であり その伝達の過程において︑複数の執筆者によって幾重にも改編が重ねられ︑各々 意図が複合的に組み込まれ いた可能性にも繋がっていく︒日本情報受容過程の最終段階において︑アマーティの明確な意思で以って「削除」 ︑ 「改編」が行われ︑それが日本情報として最終受益者であるボルゲーゼ家に供給されたことが明らか な と言えよう︒この意味においては︑十七世紀イタリア 異文化受容を解き明かす上で︑重要な視点を提供できた ではないかと思わ る︒　
冒頭で「仲介者」について若干触れたように︑十七世紀ローマ近








istoria del regno di voxu del G
iappone: dell'antichita, nobilta, e valore del suo re Idate 
M
asm
une, delli favori, c’ha fatti alla C
hristianita, e desidero che tiene d’esser C
ristiano, e 
dell’aum
ento di nostora santa Fede in quelle parti. E dell'am
basciata che hà inviata alla S. 
ta. di N
.S. Papa Paolo V. e dellli suoi successi, con alter varie cose edificazione, e gusto 
spirituale de i lettori. D
edicata alla S.ta di N
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è de Voxu regnãte nel G
iapone, Fondo B
orghese Serie I, 208 -209 , 
51 r-90 r, C
onservato presso l ʼA





















o politico sopra il consiglio di 
coscienza, che com























1753 . p.598 . アマーティが語学堪能にして実務能力に長けた法律家であった
120
点︑慶長遣欧使節の随行員として『伊達政宗遣欧使節記』を上梓した点が記載されている︒なお︑このアマーティの記述は︑フランスの人名辞典N







idot Fréres, 1858 , 
p.802 . ）でも引用されているが︑現在も編纂中のイタリアの人名辞典
D


















ozza Scrittori politici italiani dal 1550 al 1650, R
om
a, E
dizioni di storia 







istoria de las m
isiones ue han hecho los religiosos de la C
om
pañia de 
Iesus: para predicar el sancto Evangelio en la India oriental, y en los reynos de la C
hina y 
Iapon, A
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 “Sensus Politicos super A
nnales C
ornel ʼ Tacito. et H
istorias, 
nec non docum
enta status duodeci ʼ super R
egim
ine Italia conscripsit. Sunt revisa, et 
approbata ab ecc. a ut edantur, E
a, H
ispaniaru ʼ ad R
egia ʼ profectus, R
egiu ʼ Privilegiu ʼ i ʼ
prim






attolica di poter im
prim
ere alcune m
aterie di stato, &
 i sensi politici 
sopra gl ʼA
nnali di C
ornelio Tacito, che spero nel Signore sarà presto, hebbi occasione 
di seruire a questa A
m
basciata d ʼInteprete, e R
elatore com
e l ʼhò fatto con ogni fedeltà, 
e lontano da tutti gl ʼ interessi da M










































uestoris: ac eiusd. Regni 
ad Sane H
ispaniaru’ Regia’ O















cu ʼ oratione precu ʼ dem











 “Libellu ʼ de state N
aturali, R





. card. li B





 “Pro expedienda legatione Paulu ʼ. V. de secretiori legationis 
sensu, ac politico R
egis V
oxij arcano, scripto quodam
 satis erudito, et secretu ʼ 
inform
avit, Scipione C
obellucio, et Joe ʼ B
ap ʼta C
ostacuto tantu ʼ conscijs. ” 慶長遣欧
使節は︑奥州への宣教師派遣︑メキシコとの通商関係確立を目的に派遣された︒しかし日本で キリシタン弾圧︑奥州を治める伊達政宗が日本の一領主にすぎないこと等々︑スペイン宮廷は把握しつつあった︒当然ながらスペイン宮廷との外交交渉は不調に終わり 使節一行はそれらの仲介をカトリックの権威であるパウルス五世に求めたのであった︒これらの情報が使節にとって不都合だったのはいうまでもない︒アマーティは︑使節を主導したフランシスコ会士ルイス・ソテーロ︑及びスペイン宮廷の側近か以下のような情報を得るとともに︑それらをパウルス五世に伝えたものと考えられる︒ 『伊達政宗遣欧使節記』第二十六章
 にも同様の記述がある︒
併せて参照されたい︒ 「 （ボルゲーゼ）枢機卿は先遣隊長で教皇聖下の侍従官であるいとも尊きコスタグート殿とパオロ・アラレオーネ殿 ︑使節を接待する準備をし︑しかるべき交誼を尽くすよう命じた︒そこ 両人はアラチェーリ修道院に足を運んで︑信任状 持って派遣され フライ・ファン・ソテロ神父（
Padre Fra G















orghese Serie I, 208 -209 , ff.51 r-56 v.
（
22）  
Ibid., ff.57 r-57 v.
（
23）  






atvrarie, f.53 v. “Secondo che m
utano l ʼetà, m
utano i uestiti; et in due 






atvrarie, f.54 v. “I denti negri sono i più stim
ati trà nobili. Il color 




















a di gouerno assoluto in Persona del D
aire sopra lo stato politico e 
C
iuile del G
iapone hà superato per continuata lunghezza di tem
po tutte le M
onarchie 
de greci, di lacedem







ati Stato Politico, f.78 r. 「かなり驚くべきことに︑日本は周囲に しても
広範な権力を保持している︒北の海に目を向けると 大タタールや大中国にも同様のものが見られ︑南に目を向ければシャムやペグーの帝権にも同様のものがみられるのだ︒ 」
 “recando non poca m
erauiglia, che tenendo il G
iapone 
all ʼIntorno Im
perij cosi uasti com
e è quello del gran Tartaro, e del gran C
hino per il 
M
ar del N
orte, e per il Sus l ʼIm









rdinò i gradi, le dignità, 
e l ʼofficij, con il quale dom
inio rem
ediò à sua necessità e si fece presidente com
e Papa, 
et ordinò ch ʼi C
ungi rapresentassono quasi la m
edesm










 “perche retenendo ciascuno il suo R
egno, e reconoscendo l ʼIm
peratore 
per legitim
o signore nel gouerno politico, com
e i Principi christiani sogliono in alcune 


























































io principio ala predicacion del Santo E
uangelop, en los 
R
eynos de Iapon, por m
edio de los Padres de la C
om




abeçade toda la M











e la tierra de Iapon, y sdus calidades, y los m
uchos R







































































aturale, f.54 r. “V
olendo m
agnare se pongono à sedere nel pauim
ento 
sopra di stole finissim
e di palm
a, e ciascuno tiene una tauoletta quadrata e (per 
qualsiuoglia) piatto, portano tauoletta differente non curandosi di touaglie, ne 
(seruigliotte). Sono politissim
i, perche pigliano le uiuande con due palette di legno, ò 
d ʼ (esso) poco più longhi d ʼun palm
o senza che le cadi una m
ollica. A
borriscono il 
latte, et il cascio, credendo, ch ʼ il latte sia sangue m
utato in colore rosso de bianco, e 
causa in loro tanta nausea il bevirlo, com




ento tengano nel m
agnare carne di uacca ò di castrato, com
e di forse 






an,  op, cit., p.391 . “sientanse en 
シピオーネ・アマーティ著「日本略記」（手稿）における考察
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el suelo sobre esteras m
uy finas de palm
a, y cada vno com
e en su m
esilla pequeña y 
quadrada, y para cada plato, traen m
esa differente: no vsan m
anteles ni seruilletas, 





an lo que hande com
er con dos varillas de m
adera, ò de M
arsil, poco m
as 
largas que vn palm







te la leche, y las cosas que se hazen
 della, porque estan 
persuadidos, que la lache es la sangre de las ouejas, m
udado el color, assi les causa tanto 
horror el com
ella, com
o a nosotros el beuer sangre cruda. E
l m
ism
o asco tienen en 
com
er carne de vaca, ò  carnero, com
o le tendriam
os nosotros en com
er de vn cauallo, 
ò de orta bestia sem





ise refuse to eate M
ilke, as w
ee doe bloud, saying that M
ilke although it is 
w
hite, yet it is varie bloud. ” 英訳版
T
he Voyage of John H
uyghen Van Linschoten to the 
East Indies, John W





ati  Stato Religioso, f.56 r, “È
 copiosa de m
aniera, che uantaggio la greca, e la latina 
tanto nella abondanza, che tiene de uocaboli, com




ettorica, e parlar polito, perche raggionam
ento di una cosa m
edesm
a, 
non se può accom
m
andare à diuisità di (Persone), trauandosi uocaboli per trattare con 
la nobilità, e uocaboli con la gente com
m
une; C
on i uecchi discorrono sopra un ʼ 
(istesso) negotio differentem
ente, che con i giouani; e quando ai uecchi si attribuissero 
i uocabli, che son proprij della gioventù, causarebbe gran riso.... (T
engono) due 
A
becedarij; uno de sole lettere, l ʼaltro di figure à m
odo della china. Sono breuissim
i nel 






an,  op, cit., pp.392 -393 . “Il lengua 
de los Iapones es m
uy grave y copiosa, y en m
uchas cosas haze ventaja a la G
riega y 




en la propriedad y elegancia dellos. D
eprendese con esta lengua, juntam
ente R
ethorica 
y buena crianza, porque no se puede hablar con todas personas, aunque sea de vna 
m
ism
a cosa, sino con m
uy differentes palabras, y assi las tienen para tratar con la gente 
noble, y para con la gente com
ũ
 y m
as ordinaria, vnos vocablos para tratar con los 
viejos, y otros para los que son de m
enos edad, y quien los trocase, ò m
udase, se reyrian 
del: y de aqui es,... T
ienen dos m
aneras de A
bece darios, vno es de solas letras, y orto 
de figuras, al m
odo de los C
hinas,: son breuissim
os en secriuir, porque no ponen letra 






editados por Josè Luis A
lvarez-Taldariz, Sum
ario dekas cisas de Japon (1583) A
diciones 
del Sum





o.9 , Sophia 
U
















ati Stato Religioso, op, cit., ff. 60 v-61 r. “Q
uesto m
edesm
o Iaco elige i Tondi, che 




escoui, i quali tengono auttorità di 
dispensare nelle cose più leggieri. Il Iaco confirm
a l ʼelettione del superiore, c ʼ hà da 
gouernare i M
onasterij più fam
osi, e principali; lasciando alla facoltà de T
ondi 
approuare i più com
m
uni et ordinarij. Tengono questi bonzi insigni V
niuersità, doue 
studian











andore, concurrendo allo studio trè, e quattro m
ila studenti per 
ciascuna. C
om
e le sette sono differenti, cosi i B
onzi uestono diuersi habiti, fanno 
124
diuerse cerim
onie. L ʼofficio ordinario loro è di far l ʼessequie à m
orti, di trouarsi alli te ʼ
pij à sue hore determ
inate di giorno, e di notte, contar sue hore , et altri essercitij; 
assistere nel C
horo, e leggere ne ʼ libri, com
















rçobispos, los quales 
tienen  potestad de dispensar en cosas m
as liuianas y ordinarias. Tam
bian confirm
a el 




y principales, porque los dem
as surperiores confirm





uy grandes vniuer sidades, donde estudian susu sectas. L
as m
as 





andou, y esta 
vltim
a tienen por m
as principal de todas, y donde ay m
ayor concurso de estudiantes: 
aunque en cada vna de las otras quarto, passa el num




o sectas de Iapon son m





onzos en el habito y cerem
onias. Su officio ordinario, es hazer las exequias y 
enterram
ientos delos  duffuntos, porque se lo pagan m
uy bien. D
entro de susu 
m
onesterios, suelen cantar a choros, leyendo por sus libros, al m
odo que los  Sacerdotes 
y R
eligiosos de por aca dizen los M
aytines, y las dem








panhia de Iesus, Evora, 1598 , f.74 r. ） ︒高野︑根来︑比叡山︑多武峰︑坂
東等の教育機関の説明については︑ 『日本イエズス会書簡集』所収︑一五四九年十一月五日付ザビエル書簡に同様の記述が認められる（ 『十六・十七世紀イエズス会日本報告集第Ⅲ期第一巻』 ︑五七︱五八頁︒C
artas que os padres e irm
āos de C
om






eligioso, op, cit., ff.61 r-61 v. “Predicano spesso, e con gran apparato: 
perche salendo un bonzo nel Pulpito, uà uestito di seta, e con un uentaglio d ʼoro nella 
m
ano, tenendo auanti una ricca tauola nella quale stà posto un libro per leggere, e 
dechiarare le superstitiose cerim
onie delle sette, et alcuna uolta dottrina m
orale con 
tanta eloquenza, et efficacia che fannno spesso piangere l ʼauditorio, ch ʼeccede il 
num
ero di due, ò tre m
ila persone. Il fine del  serm
one è di persuadere all ʼ(audienza), 
che solo se può un ʼhuom
o saluare per m
ezzo di qualla setta, che professa. Perche se sia 
trasfuso in questi B
onzi tutta d ʼH
ipocrisia delli farisei, perche m
irando all ʼhabito 
esteriore, alla m
odestia, e dolcezza di parlare, paiono huom
ini di gran santità, uirtù, 






an,  op, cit., p.397 . “Predican 
tam
bien m
uy de ordinario,  y con grande aparato exterior, porque se sube el predicador 
en vn lugar alto, a m
odo de plupito, ò cathedra, vestido de seda, con vn ventalle de oro 
en la m
ano. T
iene delante puesta vna m
esa con vn rico dosel, y encim
a su libro, por el 
quel va leyendo vn poco, y despues lo declara con tantas razones y eloquencia, quea 
algunas vezes hazen llorar el auditorio, que passa de ordinario, de dos y tresm
il 
personas. E
l sin que tienen en estos ser m
ones, es persuadira a los oyentes, que en sola 
aquella secta que cada vno predica, se pueden saluar, procurando, acreditarla, para que 
la sigan; u es vna de las grangerias que  uenen estos B
onzos, para enriquezerse, y passar 
su vida: porque com
o los serm
ones son m
uy ordinarios, y los oyentes m
uchos, y cada 
vno offrece algun dinero, es m
ucha la cantidad que suelen recoger cada vez. Parece que 
se junto en estos B




opostura exterior, su blandura en el hablar, y tratar con todos, parecen 
hom
bres de grande sanctidad y virtud: y son los m
as  vicios, y llenos de pecados, que 
ay en aquella tierra. ” この部分については︑ 『日本イエズス会書簡集』所収︑
一五六五年二月二十日付フロイス書簡に同様の記述が認められる（ 『十六・十七世紀イエズス会日本報告集第Ⅲ期第二巻』 ︑
C









ati Stato Religioso, op, cit., f.64 r. “Q
uesta setta d ʼ A
m




e fauorita del G
iapone, perche com
e gente di buono intendim
ento tiene alcun lum
e 
dell ʼaltra uita, e dell ʼ im
m
ortalità dell ʼanim
a, e uedendo, ch ʼil m
ezzo della saluatione è 
cosi facile, è seguito dalla m
eglior parte dell ʼ Isola. I B




ida sogliono andar per le strade sonando un C
am







 sogliono raccogliere gran lim
osna e donare alli deuoti 
alcuni uestiti di carta con l ʼim
agini dell ʼ Idolo (assigurandoli), che se portano quella 






an,  op, cit., p.399 . “E
sta secta de A
m
ida, 
es vna de las m
as estendidas y fauorecidas que ay en Iapon, porque com
o son gente de 
buenos entedim





eten tan barata la saluacion, y el perdon de sus pecados, huelgan 
de recebirla. Los B
onzos que viuen en los Tem
plos de A
m
ida, suelen andar porlas calles 
tañendo vna cam




bien dan a sus deuotos, y feligreses ciertos vestidos hechos de papel, con 
el nom
bre y figura deste Idolo, con otras m
uchas nom
inas assegurandoles la saluacion, 
si m
ueren con ellas.Por estos vetidos y papeles, dan los Iapones grande sum
a de dinero, 







eligioso, op, cit., f.65 r. “Foquexus sono i più ostinati, che siano nel 
G
iapone, perche solo si fondano nell ʼopinione, e eredito, che tengano al libro foque 
per il quale si gouernano, com
e i Turchi e M
ori per l ʼA














reputatione, perche facilitano il C
am
ino della salute, e del paradiso, dando anche loro 






an,  op, cit., pp.399 -400 . “E
stos B
onzons 
Foquexus, son de los m
as obstinados q ʼay en Iapon, porque solo se fuda en el credito y 
opinion que tienen de su libro Foque, porel  qual se rigen, com
o los M
oros por su 
A
lcoran, sin quere adm
itir razon para ninguna cosa,  porque fa clim
ente se hallan 
atajados, y conuencidos sin tener que responder. Son tenidos estos B
onzos entanta 
veneracion com
o los que adoran el Idolo de A
m
ida, porque los vnos y los otros hazen 
m
uy facil el cam
ino de su parayso, y venden barata la saluacion, y para asseguralla, dan 
estos B
onzos Foquexus, tam
bien sus vestidos de papel, y nom
inas por el m
ism
o precio 













ati Stato Politico, f.90 r. “E
 com


















l ʼhannoillustrata, niuna è più  rem
ota dalle cose terrene, e beni transitoriy del m
ondo, 
che la santa religione Franciscana che com
e fertilissim
a pianta s ʼ è dilatata per tutta la 
terra habitata; cosi à lei piu che à niun ʼaltra concione per raggione di politica spirituale, 
e positiua sem
inare in quell ʼIsola la santa parola de D
io, raccogliere il frutto della 
conuersione, e porlo nel grem
io della C
hiesa poiche l ʼhabito, i costum
i, et il fine, che 
m
ostrano non solo non reca sospetto, e gelosia ai R
egnanti, m
a serue di consolatione, e 
d ʼesse ʼpio alla plebe. uedendo chequelli, che predicano le cose eterne sono lontani dalle 
terrene, e che con l ʼopre authenticano la dottrina del sunto euangelio, che piaccia à 
D
io, che si dilati per tutto il m
ondo: sotto il felicissim
o Im
perio della santità di N
ʼro 
Signore Papa paolo Q
uinto. ” 「なによりもキリスト教の修道会らは︑それを説
明する学者らの優秀さによって維持されていて︑ （キリスト教）教会の柱となってい のだ︒そして聖フランシスコ修道会以上に︑世事からも移ろい易い世の善からも隔たっているものは存在しないのだ︒極めて豊 な樹木が地上の住民たちへ 葉を広げるのと同様に︑雄弁さに関してはフランシスコ会の右に出るものはなく︑霊的で積極的な政治の理を通し この島において神（
D
io ）の聖なる御言葉を広め︑改宗という名の成果をものにし︑





まれるも であり︑我が主︑教皇パウルス五世 いとも幸多き聖なる御威光の下︑世の隅々にまで広められるのである 」
